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■芝山町第７期介護保険料（平成31年度～令和２年度）
保険料

段階区分 被保険者および世帯構成員の状況 保険料 ( 月額）

第１段階
●本人が生活保護の受給者の方
●�世帯全員が市町村民税非課税で、老齢福祉年金の受

給者または前年の合計所得金額と課税年金収入額が
８０万円以下の方

２，０２５円

第２段階
●�世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の合計

所得金額と課税年金収入額の合計額が８０万円超
１２０万円以下の方

３，３７５円

第３段階
●�世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の合

計所得金額と課税年金収入額の合計額が１２０万円
超の方

３，９１５円

第４段階
●�同世帯に市町村民税課税者がいて、本人が市町村民

税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額
の合計額が８０万円以下の方

４，８６０円

第５段階 ●�同世帯に市町村民税課税者がいて、本人が市町村民
税非課税で第４段階以外の方

( 基準額）
５，４００円

第６段階 ●�本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
１２０万円未満の方 ６，４８０円

第７段階 ●�本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
１２０万円以上２００万円未満の方 ７，０２０円

第８段階 ●�本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
２００万円以上３００万円未満の方 ８，１００円

第９段階 ●�本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
３００万円以上の方 ９，１８０円

認定を受けたモチノキ
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■軽減判定所得基準

■軽減割合

■平成31年度軽減判定所得基準

（平成30年度）
軽減
割合

軽減判定所得基準（世帯内の被保険者と
世帯主の総所得金額などの合計）

５割 33万円＋（27.5万円×被保険者の数）
２割 33万円＋（50万円×被保険者の数）

軽減判定所得基準（世帯内の被保険者
と世帯主の総所得金額などの合計） 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

33万円以下の場合 
（被保険者全員の所得が０円の場合）① ９割 ８割（※） ７割（※）

７割33万円以下の場合 
（上記以外の場合）② 8.5割 8.5割（※） 7.75割（※）

軽減判定所得基準 
（世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などの合計） 軽減割合 軽減後の

均等割額

33万円以下の場合
被保険者全員の所得が０円の場合 

（公的年金等控除額は80万円として計算） ８割 8,200円

上記以外の場合 8.5割 6,150円
33万円＋（28万円×被保険者の数）以下の場合 ５割 20,500円
33万円＋（51万円×被保険者の数）以下の場合 ２割 32,800円

（平成31年度）
軽減
割合

軽減判定所得基準（世帯内の被保険者と
世帯主の総所得金額などの合計）

５割 33万円＋（28万円×被保険者の数）
２割 33万円＋（51万円×被保険者の数）

後期高齢者医療制度保険料の
軽減措置が一部変更になります

　後期高齢者医療制度では、保険料の軽減措置があります。平成31年度は、均等割５割軽減および２
割軽減の対象世帯の軽減判定所得基準が拡大されます。
　一方、保険料軽減特例の見直しに伴い、所得の低い方の均等割の軽減割合が段階的に縮小され、被扶
養者であった方の均等割の軽減に期間が設けられます。

　平成30年度の均等割額は特例的に５割軽減されていましたが、平成31年度は資格取得後24カ月のみ
５割軽減になります。なお、所得割額は特例措置が継続されるため、引き続き賦課されません。
（国民健康保険および国民健康保険組合の被保険者であった方は対象になりません）
※被扶養者であった方の均等割軽減の変更は、保険料軽減特例の見直しによるものです。
注）「平成31年度」とは…平成31年４月１日～令和２年３月31日までの12カ月間です。

※�軽減割合の変更は、保険料軽減特例の見直しによるものです。保険料軽減特例の見直しは、社会保障
充実策として介護保険料軽減の拡充や年金生活者支援給付金の支給とあわせて実施され、①の方は、
②の方より社会保障充実策が強化されているため、平成31年度と令和２年度で②の方の軽減割合よ
り低くなります。

①所得の低い方の均等割軽減の変更

②会社の健康保険などの被扶養者であった方の均等割軽減の変更

町民税務課 国保年金係　☎ 77‐3912問


